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過去の遺産（現在は更新していませんが、まだ見ることができます）
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さて、
こんな情報科教員のつぶやき
聞いたことありませんか？



ある情報科教員のつぶやき

SNSは使ってないけど
しくみを知っているのでそれで十分。

SNSで特に発信するものは
ありません。

SNSは使っているけど、
見るだけで発信はしていません。



生徒の想い（この発表で伝えたいこと）

先生たちもSNSに興味を持ってほしい
できれば使ってほしい

SNSの問題など相談できる
身近な大人であってほしい

教員が情報社会を生き抜く
手本を見せてほしい



１．なぜSNS講座を実施したのか

かながわハイスクール議会2014
第５委員会／情報化社会

第五委員会/情報化社会
委員長

・ＳＮＳの利用目的やモラルについて、
インターネット世代とそうでない人の意
識の差がある。
・インターネット世代でない大人による
情報教育が行われている。

政策を提言します。
・情報議会及びＳＮＳ講座の設置・運営
・学校及び生徒への広報
・議会で作成した教材の配布
・授業成果の確認



１．なぜSNS講座を実施したのか

第五委員会/情報化社会
委員長



２．どんな講座だったのか

神奈川県内
公私立・男女・１〜３年生と
様々な高校生が講師に名乗り



２．どんな講座だったのか
講師募集 10月

第１回情報議会 11月

第２回情報議会 12月

第３回情報議会（情報部会でリハーサル）12月

第４回情報議会 １月

第５回情報議会 ３月

第６回情報議会 ３月

高校生によるＳＮＳ講座（本番）３月
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２．どんな講座だったのか

研修講座シラバスの一部抜粋



２．どんな講座だったのか

第五委員会/情報化社会
委員長

研修講座シラバスの一部抜粋



２．どんな講座だったのか

第五委員会/情報化社会
委員長

高校生によるSNS講座
主催：神奈川県教育委員会 会場：神奈川県立総合教育センター
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２．どんな講座だったのか

第五委員会/情報化社会
委員長

寸劇によるTwitterのトラブル実演
クラスの友人からカラオケに誘われるが
断わり別の友人とボーリングに行く
↓
一緒にボーリングに行った友人がツイートする
↓
そのツイートが他の友人にリツイートされる
↓

カラオケを断った友人にボーリングに行ったこ
とがばれる



２．どんな講座だったのか

第五委員会/情報化社会
委員長

LINEのグループトーク～LINEはずし

花見に行くか、イチゴ狩りに行くか
グループトークが盛り上がる
↓
突然グループから外される
↓
元に戻してもらうがイチゴ狩りに
行くことが決まっている
↓
このやりとりどう感じたか



２．どんな講座だったのか

第五委員会/情報化社会
委員長

トラブル事例についてのグループ協議

すきなアーティストのコンサートチケットを
手に入れる
↓
ＳＮＳで出会った友人とコンサートに行く
ことは絶対にいけないことなのか



２．どんな講座だったのか

教員に対してリスペクトしながらも生徒目線で提言する絶妙な原稿



４．講座では何を伝えたかったのか
先生たちもSNSに興味を持ってほしい

できれば使ってほしい

SNSの問題など相談できる身近な大人であってほしい

教員が情報社会を生き抜く手本を見せてほしい

僕たち私たちと一緒に
よりよい情報社会を築いていきましょう！



この取組でたくさんの賞を受賞

全国知事会賞

神奈川県知事賞

神奈川県教育長賞



SNS講座の講師となった生徒が考えた

教員のSNS利用のルーブリック
段階 到達レベル（評価基準）

Ｓ
SNSを上手に使いこなし、生徒のSNS利用につい
て、適切な助言ができる。

Ａ
SNSをある程度利用しており、生徒のSNS利用に
ついて、相談に乗ることができる。

Ｂ
SNSを利用したことがあり、生徒のSNS利用につ
いて、ある程度相談に乗ることができる。

Ｃ SNSを利用したことがない。興味がない。

情報科以外の教員の目標

情報科の教員の目標



子どもの未来を考えるなら

↓

①大人もＳＮＳを使う

②大人もＳＮＳの光の部分を知る

③その上で子どもたち一緒に影の対応を考える

↓

子どもたちと一緒にこれからの

情報社会を作っていく！

５．情報科の先生に伝えたいこと



この取組は

・問題解決学習

・協働学習

・アクティブ・ラーニング

であり、

普段の授業で取り組める内容である。

５．情報科の先生に伝えたいこと



情報科の教員は生徒に寄り添い
一緒になってよりよい情報社会を

つくっていきましょう！


